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増えている重複（多重）がん

（PET/CT 検査の効用）

髙 見 元
も と ひ さ

敞*

はじめに
　高齢化社会がいちだんと進み、それに伴って
がん患者が増加しています。がんは加齢に伴っ
て発生頻度が高くなりますから、がん患者が増
えるのは当然の現象かもしれません。いまでは、
日本人の二人に一人ががんになり、三人に一人
ががんで死亡する時代になりました。がん死亡
の増加傾向は、世界有数の長寿国である日本の
宿命ともいえます。
　ところで、がんは必ずしも一つの場所だけに
発生するとは限りません。同時に複数のがんが
発見される人もあれば、一度がんを経験しなが
ら、二度三度と次々にがんにかかる人も稀では
ありません。
　がんが二つ以上の臓器に発生する場合を「重

複がん（多重がん）」と言い、同じ臓器に多発
した場合を「多発がん」と言いますが、いずれ
にしろ、歳をとるほどがんが多発することは間
違いありません。何度もがんを経験した人は、

「どうして自分だけががんに見舞われるのだろ
うか」と嘆きますが、それは、昔に比べて長生
きしたことの裏返しともいえるのです。
　ところで、重複がんの発生は、患者だけでな
く、医師にとっても、重要な問題なのです。重
複がんの治療をどうするのか、がんの専門医は
日々頭を悩ませています。

重複がんが多くなったもうひとつの理由
　重複がんが増えてきた理由のひとつに、がん
の治療成績が良くなってきたことが挙げられま
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図１肺癌の治療２年後に新たな肺がん、結腸がん、胃癌が発見された症例

a 肺がん ｂ Ｓ状結腸がん c  胃がん

d　結腸がん（内視鏡） e  胃がん  （内視鏡）

（註）画像は、下段の内視鏡像を除
き ､全てPET/CT画像です。
（図1〜図4すべて同じ）

図 1　肺がんの治療2年後に新たな肺がん、結腸がん、胃がんが発見された症例
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す。一見矛盾したように見えますが、決してそ
うではありません。がんの治療成績が向上しま
すと、一旦がんにかかっても長生きする人が増
え、その結果、ひとつのがんが治ってから数年
して、また異なった場所にがんが見つかること
があるのです。長生きすればするほど、幾つも
のがんにかかるといっても過言ではありませ
ん。
　ただし、がんになりやすい人と、なりにくい
人がいるのも事実です。それには、生活習慣や
生活環境、あるいは遺伝的な素因などさまざま
な要因が影響しているに違いありません。

重複がんはどの程度、どこに発生するのか
　重複がんは、がん患者の 1 －２％に発生する（１）

といわれていますが、疫学的な調査が進むにつ
れて、最近では、その頻度はもっと高いのでは
ないか考えられています。ある報告によると、
６０歳以上の患者では、異時性多重がんの発生
頻度が１０％以上におよぶとされています（２）。
　頭頚部がん・食道がん・肺がんなどは、他の
臓器に比べて重複する頻度が高いのですが、お
そらく喫煙や飲酒などの＜がんの危険因子＞
が共通していることがその理由のひとつなので
しょう（２、３、４）。また、男性では肺がんと胃がん

あるいは肺がんと大腸がんの重複が多く、女性
では乳がんと大腸がん、乳がんと子宮がんがし
ばしば重複して発見されます。つまり、発生頻
度の高いがんほど重複しやすいのです。

重複がんの診断
　がんを診断するには、さまざまな手段があり
ますが、重複がんの発見には、最新の機器を使っ
て全身をくまなく検査できる PET/CT 検査がき
わめて有用です。
　PET/CT はこの数年で急速に普及し、いまで
はがんの診断の一翼をになう重要な検査になり
ました。とくに重複がんの発見に貢献すること
が多く、それによって治療方針が左右される場
合も少なくありません。
　今回は私たちが経験した多数の症例の中か
ら、ＰＥＴ / ＣＴ検査によって発見された代表
的な重複がんをいくつか選び、皆さんの参考に
したいと思います。

異時性重複がんの症例
１）肺がんの治療２年後に、新たな肺がん、結腸

がん、胃がんが同時に発見された症例
　症例は約５０年以上の喫煙歴のある７０歳代
男性。約２年前に右肺中葉の扁平上皮がんに対図２　下咽頭がん に発見された食道がん

a　下咽頭がん b　食道がん

図2　下咽頭がん治療5年後に発見された食道がん

5年後
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して化学放射線治療が施行され、経過良好でし
たが、その後、ＰＥＴ / ＣＴ検査でふたたび右
肺上葉にがんが見つかり（図１a）、同時に S 状
結腸がん（図１b, d）、胃がん（図１c, e）が発
見されました。全部で四つのがんが発生したこ
とになります。高齢者に発生した多重がんの典
型です。

（すこし専門的な話をしますと、二つ目の肺が
んは原発性扁平上皮癌、結腸がんは０－１型の
腺腫内癌、胃がんは０－Ⅱｃ型（深達度 SM）
の中分化腺管腺癌でした）。

２）下咽頭がんの治療後に発見された食道がん
症例

　症例は飲酒と喫煙歴がある６０歳代の男性。
進行した下咽頭がん（図２a）に対して化学放
射線治療が行われ、その５年後に PET/CT 検査
で食道がんが発見されました ( 図２ｂ )。咽頭
がんも食道がんもともに喫煙と飲酒が発癌に
関連しているといわれていますが、この症例
も、その典型といえます。
　咽頭がんや喉頭がんなど、喉に発生したがん
に対しては、かならず食道の精査をしておくこ
とが大事です。また逆に、食道がんの手術をし
た患者さんに対しては、喉のがんに注意して、

耳鼻咽喉科的な検査を定期的にしておくこと
が必要です。さらに、治療後の経過観察に際し
て、PET/CT 検査を有効に使い、重複がんを早
く見つけることも重要です。

同時性重複がんの症例
３）　肺がんと乳がんの重複例
　症例は６０歳代の女性。原発性肺がんの病期
診断を目的として、ＰＥＴ / ＣＴ検査が行われ、
予想外の乳がんが発見された症例です。左肺の
下葉（Ｓ９）に２７ｍｍ大の結節があり（図３
ａ）、気管支鏡下細胞診で腺癌と診断。同時に、
左乳房Ａ領域に腫瘤が見られ（図３ｂ）、穿刺
細胞診で乳管癌と診断されました。
　肺がんと乳がんは同時に手術が行われ、短期
間に退院することが出来ました。

４）子宮頸がんと上行結腸がんの重複例
　症例は６０歳代の主婦。進行子宮頸がんの病
期診断に際してＰＥＴ / ＣＴが行われ、偶然に
無症状の上行結腸がんが発見された症例です。
　子宮頚部に、膀胱浸潤を伴うがんが発見さ
れ（図４ａ）、さらに両側閉鎖リンパ節に転移
が見られました。上行結腸にも腫瘍陰影があり

（図４ｂ）、内視鏡で , 結腸がんと診断しました

図３　肺がんと乳がんの同時重複

a   肺がん b　　左乳がん

図3　肺がんと乳がんの同時性重複
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（図４ｃ）。

まとめ
　がんの PET/CT 検査を専門とするわれわれの
施設には、毎日たくさんの患者さんが検査を受
けに来院しますが、上記のような重複がんの患
者さんは決して少なくありません。
　重複がんの組み合わせは様々ですが、当然な
がら、肺がんと胃がん、乳がんと大腸がんなど、
日本人に多いがん同士の組み合わせが多くなり
ます。それとともに、タバコやアルコールを好
む人では、喉頭や咽頭など、喉のがんと食道が
んが重複しやすく、生活習慣にもとづく多重が
んの発生にも注意を払う必要があります。

　最後になりますが、いかに進歩したとはいえ、
医療の世界にも盲点があります。たとえば、が
ん拠点病院など、がんの専門医が揃っている医
療機関でも、医師はともすると自分の専門領域

にとらわれすぎ、それ以外の疾患に目が行き届
かない場合が少なくありません。重複がんはと
きとして全く予想外の場所にも発生するからで
す（5）。
　全身をくまなく見渡すことが出来る PET/CT
検査は、盲点を補う意味でも、がんの診断に欠
かすことができないと言えます。
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図４　子宮頸がんと上行結腸癌の重複

a　子宮頸がん

ｂ　上行結腸がん

c　上行結腸がんの内視鏡

図4　子宮頸がんと上行結腸がんの同時性重複


